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平
成
十
三
年
度
第
三
十
四
回
学
位
記
授
与
式
が
、

三
月
二
十
二
日
（
金
）
本
学
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
正
装
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
で

埋
め
ら
れ
、
商
学
部
五
五
五
名
・
法
経
学
部
三
〇

一
名
・
大
学
院
八
名
の
卒
業
生
は
本
学
で
の
最
後

の
行
事
に
感
慨
深
く
参
加
。
厳
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。�

　
式
辞
を
述
べ
た
井
尻
昭
夫
学
長
は
、
巣
立
ち
行

く
若
人
に
「
誰
も
体
験
し
な
か
っ
た
新
し
い
時
代

の
う
ね
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
き
ち

っ
と
し
た
考
え
を
持
つ
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
え
ず
学
ぶ
と
い

う
姿
勢
を
持
ち
、
明
日
の
社
会
の
構
築
に
向
け
て

惜
し
み
な
い
努
力
を
施
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
答
え
て
卒
業
生
代
表
産
業
経
営
学
科
の

高
岸
聖
美
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
、
柔
軟
か
つ
前
向
き
に
行

動
し
、
二
十
一
世
紀
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
大
き
く
は
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

力
強
く
宣
誓
。
社
会
へ
船
出
す
る
八
六
四
名
の
卒
業
生
は
、
決
意
を
新
た
に
固
め
た
の
で
し
た
。�

���

　
学
業
成
績
や
課
外
活
動
で
特
に
秀
で
た
成
績
を
収
め
た
学
生
が
、
学
位
記
授
与
式
で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
は
久
々
に
課
外
活
動
表
彰
者
に
文
化
系
サ
ー
ク
ル
か
ら
選
出
さ
れ
、
例
年
と
は

違
っ
た
顔
ぶ
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
各
賞
の
代
表
者
は
井
尻
学
長
か
ら
幾
分
緊
張
し
た
面
持
ち
で

賞
状
を
受
け
取
り
、
四
年
間
の
重
み
を
そ
の
腕
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
（
二
面
に
受
賞
者
一
覧
）�

���

　
恒
例
の
学
友
会
主
催
「
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
。
今
年
度
も
式
終
了
後
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
テ
ル

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
時
期
は
諸
事
情
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
学
友
会
四
本
部
の
そ
の
年

度
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
。
こ
こ
数
年
は
多
く
の
卒
業
生
・
教
職
員
が
出
席
し
て
、
大
変
華
や

い
だ
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
会
場
は
今
年
も
出
席
者
で
一
杯
と
な
り
、
幾
分
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
。
友
人
や
恩
師
と
四
年
間
の
尽

き
ぬ
思
い
出
を
語
り
合
う
姿
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
学
生
に
よ
る
弾
き
語
り
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実
。

学
生
生
活
最
後
の
楽
し
い
思
い
出
の
一
コ
マ
に
な
り
ま
し
た
。�

■
平
成
十
三
年
度
卒
業
生�

　
商
学
部�

　
●
商
学
科
…
…
…
…
三
二
六
名
　
●
産
業
経
営
学
科
…
一
四
九
名�

　
●
国
際
観
光
学
科
…
…
八
十
名�

　
法
経
学
部�

　
●
法
学
科
…
…
…
…
一
三
六
名
　
●
経
済
学
科
…
…
…
一
六
五
名�

　
大
学
院�

　
●
商
学
研
究
科
…
…
…
…
三
名
　
●
法
学
研
究
科
…
…
…
…
三
名�

　
●
経
済
学
研
究
科
…
…
…
二
名�

宣誓する高岸聖美さん�

当たるかな？ビンゴゲームに熱中�

活
躍
し
た
学
生
を
表
彰
�

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
�
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平成14年度カリキュラム変更�
基礎演習が必修単位に�

　　　　 資格取得者に単位認定（簿記論）�

タ
ク
シ
ー
業
界
の
革
命
家�

経
営
理
念
を
語
る�

エ
ム
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
オ
ー
ナ
ー�

　
　
　
　
　
青
木
定
雄
氏
講
演
会�

  

基
礎
演
習
を
新
設
　
二
年
次
必
修
科
目
に�

�

　
従
来
二
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
っ
た
英
書
・
外
国
書
講
読
（
法
学
科
を
除
く
）
が
、
今
回
「
外
国

書
講
読
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
科
目
名
が
統
一
さ
れ
、
自
由
選
択
科
目
に
な
り
ま
す
。
代
わ
り
に
「
基
礎
演
習
」

を
新
設
、
必
修
科
目
と
な
り
ま
し
た
。
（
法
学
科
は
法
学
基
礎
演
習
が
名
称
変
更
）�

　
専
攻
学
科
の
基
礎
的
事
項
を
幅
広
く
学
び
、
文
字
通
り
基
礎
を
固
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基
礎

演
習
。
こ
の
新
設
に
よ
り
三
年
次
か
ら
の
ゼ
ミ
で
は
、
よ
り
効
率
的
な
学
習
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。�

  
簿
記
の
講
義
が
更
に
充
実
　
資
格
取
得
者
に
朗
報
！
　
　�

�

　
「
基
本
・
上
級
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
「
簿
記
論
Ⅰ
〜
Ⅳ
」
と
名
称
を
変
更
。
Ⅰ
か
ら
順
に
数
が
増
す

に
つ
れ
難
易
度
が
高
く
な
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
共
に
、
ま
た
従
来
の
履
修
制
限
も
無
く
な
り
、
各

自
の
学
習
進
度
に
合
わ
せ
て
の
選
択
が
よ
り
行
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
簿
記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
の
単
位
を
認
め
る
制
度
が
新

た
に
発
足
。
全
商
簿
記
検
定
二
級
・
日
商
簿
記
検
定
三
級
以
上
を
取
得
し
て
い
る
場
合
、
教
務
課
に

申
請
す
れ
ば
単
位
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
詳
細
は
教
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。�

  

履
修
上
限
の
引
き
上
げ�

�

　
履
修
可
能
単
位
数
の
上
限
が
各
学
年
６
〜
７
単
位
引
き
上
げ
ら
れ
、

余
裕
を
持
っ
た
履
修
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

�  

ハ
ン
グ
ル
語
が
学
べ
ま
す�

�

　
平
成
十
四
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
外
国
語
に
「
韓
国
語
」
が
加
わ
り
、
話
題
を
呼

び
ま
し
た
。
本
学
で
も
「
初
級
ハ
ン
グ
ル
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
第
２
外
国
語
に
加
わ
り
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
日
韓
協
同
開
催
さ
れ
る
今
年
、
ハ
ン
グ
ル
語
が
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
び
そ
う
で
す
。�

  

入
門
英
語
の
新
設�

�

　
平
成
十
三
年
度
よ
り
新
設
の
初
級
英
語
。
そ
れ
よ
り
も
、
よ
り
初
歩
的
内
容
を
必
要
と
す
る
学
習

者
を
対
象
と
し
た
「
入
門
英
語
」
が
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
ま
す
。
成
績
評
価
は
可
・
不

可
の
み
と
し
、
ほ
と
ん
ど
英
語
を
学
習
し
て
い
な
い
学
生
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
従
来
通
り
上
級
・

特
修
英
語
な
ど
高
度
な
内
容
の
授
業
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
後
期
か
ら
の
ク
ラ
ス
変
更
も
可
能

で
す
。�

  

大
学
院
　
他
研
究
科
科
目
が
履
修
可
能
に�

�

　
大
学
院
商
学
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科
で
は
他
の
研
究
科
が
開
講
す
る
科
目
を
、
二
科
目
四
単
位

に
限
り
履
修
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
専
門
分
野
以
外
の

専
門
的
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
任
意
で
可
能
。
研
究
に
思
わ
ぬ
進
展
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。�

※4年次は制限無し�

学年�

1年次
�

�

2年次
�

�

3年次�

履修可能単位数�

32単位以上�

52単位以下�

38単位以上�

56単位以下�

38単位以上�

56単位以下�

　
去
る
一
月
二
十
九
日

（
火
）
社
会
総
合
研
究
所

の
公
開
講
演
会
が
、
エ
ム

ケ
イ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
ナ

ー
青
木
定
雄
氏
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
二
一
教
室
　
演
題
「
私
の

経
営
理
念
」
）�

　
京
都
の
エ
ム
ケ
イ
タ
ク

シ
ー
と
い
え
ば
、
斬
新
な

サ
ー
ビ
ス
や
経
営
戦
略
を

展
開
し
タ
ク
シ
ー
業
界
に

新
風
を
吹
き
込
む
存
在
と

し
て
つ
と
に
有
名
。
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
名
前

を
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
洛
の
折
は
エ
ム
ケ
イ
タ
ク
シ
ー
を
わ
ざ
わ
ざ

選
ん
で
乗
る
と
い
う
隠
れ
フ
ァ
ン
も
い
る
と
か
？

そ
の
エ
ム
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
ナ
ー
が
自
ら

の
経
営
理
念
に
つ
い
て
語
る
今
回
の
講
演
会
、

学
内
外
か
ら
約
五
百
名
、
満
場
の
聴
講
者
を
集

め
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
会
社
の
創
世
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
種
々

の
苦
労
話
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
エ
ム
ケ
イ
の
経

営
理
念
そ
の
も
の
の
よ
う
な
、
サ
ー
ビ
ス
精
神

に
あ
ふ
れ
た
軽
妙
な
語
り

口
で
次
々
と
披
瀝
。
「
あ

い
さ
つ
は
全
て
の
基
本
で

す
」
と
言
う
青
木
氏
。

「
み
な
さ
ん
は
拍
手
の
音

も
小
さ
け
れ
ば
、
返
事
の

声
も
小
さ
い
」
と
聴
講
者

と
と
も
に
「
は
い
！
」
と

返
事
の
練
習
を
始
め
る
一

幕
も
。
厳
し
い
と
言
わ
れ

る
エ
ム
ケ
イ
の
社
員
教
育

の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
た

の
で
し
た
。
　�

　
青
木
定
雄
（
あ
お
き
　
さ
だ
お
）�

  

’77
年
ミ
ナ
ミ
タ
ク
シ
ー
（
株
）
と
桂
タ
ク
シ
ー
（
株
）
と

の
合
併
に
よ
り
エ
ム
ケ
イ（
株
）代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
。 

’95
年
エ
ム
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
ナ
ー
に
就
任
し
現
在

に
至
る
。
受
賞
歴
は 

’98
「
第
十
四
回
企
業
公
報
賞
」（
経

団
連
外
郭
団
体
（
財
）
経
済
公
報
セ
ン
タ
ー
）
最
優
秀
賞

受
賞
な
ど
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
理
事
。�

　迎える平成十四年度、より充実した教学の場を目指し「カリキュラム」

に変更があります。その中で最も重要な変更点といえるのは、二年次の

必修科目として設けられた「基礎演習」でしょう。二年次は三年次から

の「研究演習」（ゼミ）で学ぶ専門的内容の基礎をつくる重要な時期。

一年次の「教養演習」と三年次の「ゼミ」とをつなぐ橋渡しとして、重

要な役割を果たすことになります。�

学位記授与式表彰者�

受賞者�
森本　道範�
射矢　佳子�
八木　淳夫�
藤田　健一�
嘉本　啓司�
妹尾　真宏�
原　裕次郎�
町口　純平�
内田　貴基�
桑原　美樹�
川尻　　寿�
上野　裕亮�
松澤　清子�
宮嵜　綾子�
菊川　　諭�
阿部　健朗�
大林　圭吾�
�
�
受賞者�
古藤　俊輔�
成本真希子�

学科�
経済�
商�
商�
商�
商�
商�
商�
商�

産業経営�
国際観光�
法�
経済�
商�
商�

産業経営�
国際観光�
商�
�
�
学科�
商�
商�

部　　　名�
陸 上 競 技 部 �
柔 道 部 �
ボ ウ リ ン グ 部 �
柔 道 部 �
�
�
�

陸 上 競 技 部 �
�
�
�
�
�
柔 道 部 �
�
ボ ウ リ ン グ 部 �
軟 式 野 球 部 �
�

�
部　　　名�

ストアマネイジメント同好会�

賞　　名�

最優秀スポーツ賞�
�

優秀スポーツ賞�
�
�
�
�
�
�
�
ス ポ ー ツ 賞 �
�
�
�
�
�
�
�

�
賞　　名�

功 労 賞 �

■課外活動表彰者�
体育系サークル�

文化系サークル�

■優等生�
氏　　名�

　神田　　力�
　長岡　優子�
※藤田　敬子�
　藤田　倫子�
　藤原ひとみ�
　金谷　和幸      

学科�
商�
商�
商�
商�
商�

産業経営�

学科�
産業経営�
国際観光�
法�
法�
経済�
経済�

氏　　名�
※高岸　聖美�
※　　　莉�
 青木　法子�
※東　　研志�
※安東 秀人�
 岡田 安弘�

※は学科代表�

講師の青木氏�
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学
生
懸
賞
論
文�

　
　（
岡
山
商
科
大
学
学
会
主
催
）�

多
数
の
力
作
が
集
う�

最
優
秀
賞
に�

　
内
田
浩
徳
さ
ん（
商
学
科
四
年
）�

�

　
九
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
、
平
成
十
三
年

度
の
学
生
懸
賞
論
文
。
今
回
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
を
経
て
、
商
学
科
四
年
の
内
田
浩

徳
さ
ん
の
応
募
作
「
ア
メ
リ
カ
の
環
境
会
計
に

つ
い
て
―
環
境
回
復
負
債
の
計
上
根
拠
と
そ
の

認
識
―
」
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
論
文
は
現
代
社
会
の
重
要
な
要
素
の
ひ

と
つ
で
あ
る
将
来
事
象
会
計
に
注
目
し
、
環
境

回
復
債
務
（
負
債
）
と
い
う
将
来
事
象
債
務
の

認
識
を
正
当
化
す
る
論
理
の
解
明
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
難
解
な

問
題
を
外
国
語
文
献
を
含
む
多
数
の

資
料
を
幅
広
く
利
用
し
な
が
ら
整
理
し
、

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
、
優
秀
作
・
佳
作
に
は
そ

れ
ぞ
れ
二
編
が
受
賞
。
「
い
ず
れ
劣

ら
ぬ
大
変
質
の
高
い
作
品
」
と
、
審

査
委
員
長
の
飯
島
助
教
授
は
話
さ
れ

ま
し
た
。�

　
二
月
十
四
日
（
木
）
学
長
室
に
お

い
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
井
尻

学
長
か
ら
賞
状
、
記
念
楯
、
副
賞
が

贈
呈
。
「
こ
の
よ
う
に
多
数
の
受
賞

者
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
」

と
目
を
細
め
ら
れ
、
一
人
ず
つ
テ
ー

マ
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
ま

し
た
。�

　
な
お
、
最
優
秀
賞
一
編
・
優
秀
賞

二
編
に
つ
い
て
は
、
印
刷
・
製
本
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
近
い
う

ち
に
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
　
　
　
　�

●
最
優
秀
賞�

　
内
田
浩
徳
（
商
学
科
四
年
）�

　
「
ア
メ
リ
カ
の
環
境
会
計
に
つ
い
て�

　
　
―
環
境
回
復
負
債
の
計
上
根
拠
と
そ
の
認
識
―
」�

●
優
秀
賞�

　
中
村
　
健
（
法
学
科
三
年
）�

　
「
死
刑
廃
止
を
目
指
し
て
」�

　
金
谷
和
幸
（
産
業
経
営
学
科
四
年
）�

　
「
洋
菓
子
支
配
の
菓
子
市
場
に
和
菓
子
の
復

　
　
権
を
企
て
る
」�

●
佳
作�

　
杉
山
恵
司
（
産
業
経
営
学
科
四
年
）�

　
「
動
き
出
し
た
”
人
事
革
命
“
」�

　
李

黎

霞
（
国
際
観
光
学
科
四
年
）�

　
「
国
際
観
光
の
未
来
像�

　
　
―
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
観
光
業
の
先
行
分
析
―
」�

ご
苦
労
様
で
し
た�

退
職
教
職
員
送
別
会�

　
三
月
二
十
五
日
（
月
）
退
職
教
職
員
の
送
別

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
於
　
苫
田
温
泉
乃
利

武
）
。
定
年
な
ど
で
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

退
職
さ
れ
る
方
は
、
教
員
三
名
、
職
員
三
名
の
、

計
六
名
。
井
尻
学
長
か
ら
の
感
謝
と
労
い
の
言

葉
を
受
け
て
、
お
一
人
ず
つ
か
ら
お
別
れ
の
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
会
場
か
ら
惜
し
み

の
な
い
拍
手
が
湧
い
た
の
で
し
た
。�

 � 

退
職
教
員�

�����

　
本
学
へ
の
赴
任
は
平
成
二
年
。
法
経
学
部
長

な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
本
学
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
史
な
ど
を
担
当
。

定
年
に
よ
る
退
職
。�

�����

　
平
成
三
年
に
本
学
に
赴
任
。
日
本
史
、
教
養

演
習
な
ど
を
担
当
さ
れ
、
学
報
に
も
た
び
た
び

興
味
深
い
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
年
に
よ
る
退
職
。�

�����

　
本
学
へ
は
平
成
三
年
の
赴
任
。
民
事
訴
訟
法

な
ど
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。�

法
経
学
部�

　
三
好
　
正
喜
教
授�

法
経
学
部�

　
本
間
　
法
之
助
教
授�

入試合格者�

�
�
一 般 Ⅰ 期 入 試�
一 般 Ⅱ 期 入 試�
大学入試センター試験利用Ⅰ期入試�
大学入試センター試験利用Ⅱ期入試�
編 入 学 試 験�
合 計�
�
�
�

１ 期 （ ２ 次 ）�

�
商学科�
85�
29�
16�
10�
3�
143�
�
�

商学研究科
�

�
11

�
産業経営学科�
24�
5�
1�
4�
－�
34�
�
�

法学研究科
�

�
3

�
国際観光学科�
9�
3�
4�
1�
－�
17�
�
�

経済学研究科
�

�
1

�
法学科�
48�
18�
34�
24�
－�
124�
�
�
計�
�
15

�
経済学科�
58�
19�
21�
8�
－�
106

計
�
�

224�
74�
76�
47�
3�
424

法経学部�商学部�

（大学院）�

（学部）�

学部学科�
入試区分�

研究科�
入試区分�

　
二
〇
〇
二
年
度
入
試
か
ら
、
本
学
も
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た
入
試
制
度
を
導
入
。

志
願
者
百
九
十
二
名
を
集
め
、
百
二
十
三
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
「
今
ま
で
あ
ま
り
実
績
の
な

か
っ
た
高
校
か
ら
も
出
願
が
あ
り
、
地
域
性
も

多
少
広
が
り
ま
し
た
」
と
柏
野
入
試
部
長
は
話

さ
れ
ま
し
た
。
一
月
十
九
日
（
土
）・
二
十
日
（
日
）

の
セ
ン
タ
ー
試
験
当
日
は
、
試
験
会
場
と
し
て

約
三
百
五
十
名
の
受
験
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
一
般
入
試
な
ど
も
含
め
合
格
者
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。�

　
ま
た
、
大
学
院
で
は
二
月
九
日
（
土
）
入
学

試
験
が
行
わ
れ
、
二
十
名
が
筆
記
と
面
接
試
験

に
臨
み
、
十
五
名
が
合
格
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。�

二
〇
〇
二
年
度
入
試�

セ
ン
タ
ー
試
験
へ
初
参
入�

賞状を受け取る内田さん�

法
経
学
部�

　
村
上
　
　
貢
教
授�
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論説�
「ヒックス文庫」と、厚生経済学に関する未刊の書物の原稿について�

……………………篠　�　敏　雄�
90年代、岡山県の輸出  　　　　　　　　　　　　　　　　   ……………………富　永　悦　夫�
An intuitive interpretation of depth-variation of Moliere angular distribution�

……………………中　塚　隆　郎�
サイズインデックスの制約付き最尤推定　　　　　　　　　  ……………………佐　井　至　道�
金融危機に関する最近の理論　　　　　　　　　　　　　　  ……………………田　中　勝　次�
Teacher and Learner Mismatches About the Use of the�
Students' Mother Tongue in English 'Conversation'　　　　　 ……………………Peter Burden�
Classes at Japanese Universities        �
ノサックにおける「融和の橋」－『遅くとも11月には』を中心に－　�

……………………香　月　恵　里�
電子マネー・システムが銀行行動に与える影響について　　  ……………………蒲　　　和　重�
研究ノート�
リッカートの聖価値　                       　　　　 　　　　　　   ……………………九　鬼　一　人�
資料�
生口果物組合における政策決定の展開　－「能勢家文書」を中心に－�

……………………土　井　作　治�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  岡　嶋　隆　三�

今よみがえる英語と人生の達人：本田増次郎（６） 　            ……………………中　村　浩　路
翻訳�
ジョン・キャップグレイブの『年代記略記』訳注（６）　     ……………………植　月　　　徹�
シドニィ＆ベアトリス＝ウェブ著『英国救貧法史第2部　最近の100年間』�
「1832－1834年の王立委員会」最終回　　　　　　　　　　……………………柏　野　健　三�
論説�
漱石文庫から見えてくるもの　－身辺自筆資料「日記」を中心に－�

……………………越　智　悦　子�
�
�

�
論説�
アメリカにおける取締役の競業規則　　　　　　　　　　　  ……………………片　山　信　弘�
妊娠葛藤相談制度の導入への提言　－ドイツの「妊婦と家族援助改正法」を参考にして－�

……………………金　澤　文　雄�
判例研究�
競走馬のパブリシティ権　－ダービースタリオン事件－　　  ……………………三　浦　正　広�
資料�
国際司法裁判所判決�
プラウ・リギタンおよびプラウ・シパダンに対する主権に関する事件（フィリピンによる参加許可要請）�

……………………砂　川　和　泉�
記事�
岡山商科大学法律研究会�

�

　
自
己
分
析
の
大
切
さ�

　
一
月
十
五
日
締
切
で
就
職
登
録
カ
ー
ド
を
提
出
、
自
分
の
目
指
す
方

向
な
ど
に
つ
い
て
申
告
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
目
指
す
業
種
や

自
己
の
長
所
・
短
所
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
等
が
書
か
れ
て
い
な
い
も

の
が
多
く
、
自
己
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
ま
す
。

実
際
の
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
は
、
も
っ
と
明
確
な
志
望
動

機
を
具
体
的
に
記
載
し
、
し
っ
か
り
と
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
学
内
で
も�

　
企
業
説
明
会�

　
一
月
下
旬
か
ら
各
地

で
就
職
活
動
に
向
け
た

合
同
企
業
説
明
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
も
井
尻
記
念
館

四
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
ニ
月
、
三
月
と
計

五
回
に
わ
た
り
学
内
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
初
日
の
ニ

月
十
九
日
は
二
十
九
社

の
企
業
人
事
担
当
者
に

お
い
で
い
た
だ
き
本
学

学
生
約
二
百
四
十
名
が

説
明
を
受
け
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
一
企
業
あ

た
り
約
二
十
人
に
面
接

い
た
だ
き
、
学
生
一
人

あ
た
り
二
社
以
上
と
面

談
し
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
就
職
戦
線
も
本
番
。

学
生
達
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。�

�
　
就
職
課
閲
覧
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い�

　
文
系
の
学

生
に
と
っ
て

就
職
活
動
は

自
由
応
募
を

基
本
と
し
て

い
ま
す
。
就

職
課
資
料
閲

覧
室
に
軸
足

を
置
き
、
積

極
的
な
活
動

を
す
る
と
と

も
に
、
就
職
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
そ
の
他
の
必
要

な
求
人
情
報
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
悔
い
の
無

い
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

�

　
一
層
の
早
期
化�

　
早
期
化
は
今
年
も
さ
ら
に
進
み
某
就
職
情
報

誌
の
調
査
結
果
で
は
東
京
な
ど
首
都
圏
域
に
お

い
て
は
一
月
末
現
在
、
個
別
企
業
の
面
接
を
体

験
し
た
学
生
が
既
に
四
割
に
達
し
、
ニ
月
か
ら

大
手
企
業
の
内
定
出
し
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。�

就職課各種行事への参加状況�

ゼミ別就職課資料閲覧室見学会�

公務員受験対策冬・春期集中講座�

第 5 回 就 職 ガ イ ダ ン ス�

学 内 合 同 企 業 説 明 会�

第 6 回 就 職 ガ イ ダ ン ス�

平成13年10月～12月�

平成13年12月～平成14年3月�

平成14年1月17日�

平成14年2月～3月�

平成14年3月1日�

延べ611名（50ゼミ）�

申込み84名�

473名（出席率54.7％）�

786名（延べ132社）　�

188名（出席率21.8％）�

　
九
月
号
で
も
ご
紹
介
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
。
「
経
営
学
特
殊
講
義
Ⅱ
」
の
講
師
と
し

て
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
、
岡
山
県
を
代
表
す
る

経
営
者
の
企
業
を
訪
れ
、
そ
の
経
営
理
念
が
い

か
に
現
場
に
生
き
て
い
る
か
実
体
験
で
き
る
こ

の
制
度
。
今
回
は
七
十
三
名
の
学
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
（
一
月
三

十
一
日
（
木
）
）�

　
「
経
営
学
特
殊
講
義
Ⅱ
」
は
岡
山
県
の
ト
ッ

プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
か
ら
、
経
営
理
念
や
戦
略

に
つ
い
て
直
接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
大
変
貴

重
な
チ
ャ
ン
ス
。
平
成
十
四
年
度
も
引
き
続
き

開
講
さ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
受
講
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？�

経営学特殊講義Ⅱの講師・テーマ�

企業名�

（株）トマト銀行�

日本政策投資銀行�

大和證券　�
岡山支店�

（株）岡山コクヨ�

山陽ヤナセ（株）�

講　師　名�

取締役社長�
　吉田忠明�

岡山事務所長�
　小笠原朗�

支店長�
　大津　悟�

代表取締役社長�
　丸山夏樹�

代表取締役社長�
　黒瀬敦美�

テ　ー　マ�

不良債権問題と�
日本経済の課題�

ベンチャーと�
ビジネスプラン�

ビッグバン以降の�
金融界の変遷と現状�

大変革時代、�
地方卸業に明日はあるのか？�

輸入車の現状と�
これからの展望�

新
四
年
生
本
格
始
動�

一
層
の
早
期
化
か
？�

学
内
合
同
企
業
説
明
会
に
多
数
の
参
加
者�

就

職

課

よ

り

就

職

課

よ

り

�

経
営
学
特
殊
講
義
Ⅱ�

経
営
理
念
を
実
体
験�

オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
へ�

　
　
　
　
　
　
七
十
三
名�

法学論叢 第10号 2002

熱心に話に聞き入る学生�第５回就職ガイダンスでの模擬面接�

発刊のお知らせ�
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昨
今
の
サ
ー
ク
ル
事
情�

30
％
を
割
っ
た
加
入
率�

活
躍
目
立
つ
新
興
同
好
会�

�

他
大
学
と
の
交
流
を
通
じ
大
き
く
成
長
�

　
　
　
　
　
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
部
�

�

　
平
成
十
三
年
度
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、昨
今
の

サ
ー
ク
ル
事
情
を
象
徴
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は「
サ
ー
ク
ル
加
入
率
が
初
め
て
三
十
％
を

割
っ
た
」こ
と
で
す
。�

　
商
大
の
サ
ー
ク
ル
加
入
率
は
、比
較
的
高
い
と

い
わ
れ
て
お
り
、常
に
三
十
％
以
上
の
学
生
が
サ

ー
ク
ル（
本
学
公
認
）に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。し

か
し
今
年
度
の
加
入
者
は
一
、〇
二
九
名（
学
友

会
四
本
部
含
）で
、学
生
数
三
、四
九
二
人
対
し
二
九
・

五
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た（
平
成
十
三
年
七
月
一

日
現
在
）。�

　
一
方
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
二
・

三
年
で
多
く
の
同
好
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

文
化
系
一
同
好
会
、体
育
系
五
同
好
会
が
発
足
し

て
お
り
、こ
れ
は
近
年
稀
に
見
る
数
で
す
。そ
し

て
こ
れ
ら
の
中
に
は
、既
存
の
部
を
凌
ぐ
成
績
を

収
め
て
い
る
同
好
会
も
あ
り
ま

す
。�

　
集
団
生
活
に
な
じ
ま
な
い
学

生
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
、部
員
減
少
の
一
因
も

こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
じ
て
社
会
で
必
要
と

さ
れ
る
強
い
精
神
や
、協
調
性

な
ど
が
養
わ
れ
、就
職
に
も
有

利
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。無
尽
蔵
の
青
春
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
。ぜ
ひ
サ
ー
ク
ル
活

動
に
ぶ
つ
け
て
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？�

サークル加入率の推移�

年　度�

サークル加入者�

加 入 率�

平成10年�

1,328人�

32.4%

平成11年�

1,243人�

30.6%

平成12年�

1,174人�

31.0%

平成13年�

1,029人�

29.5%

平成13年度サークル活躍の軌跡�
開催月�

6月�

9月�

10月�

10月�

11月�

11月�

6月�

7月�

9月�

10月�

8月�

8月�

11月�

6月�

12月�

8月�

10月�

5月�

6月�

12月�

2月�

3月�

7月�

12月�

8月�

10月�

11月�

10月�

5月�

1月�

サークル名�

�

�

柔 道 部 �
�

�

�

�

陸 上 競 技 部 �
�

�

�

軟 式 野 球 部 �

�

日 本 拳 法 部
�

�

卓 球 部 �
�

�

�

ボ ウ リ ン グ 部
�

�

�

ソフトテニス部�
�

弓 道 部 �

ゴ ル フ 部 �
�

空 手 道 部 �

ウエイトトレーニング同好会�

フィギュアスケート同好会�

大　会　名�

第50回全日本学生柔道優勝大会・第10回全日本学生女子柔道優勝大会�

第33回全日本ジュニア柔道体重別選手権大会�

第20回正力松太郎杯全日本学生柔道優勝大会�

第56回国民体育大会秋季大会�

全日本学生柔道体重別団体優勝大会�

平成13年度全国女子柔道体重別選手権大会�

第17回日本ジュニア陸上競技選手権大会�

第12回日本学生陸上競技種目別選手権大会�

天皇賜杯第70回日本学生陸上競技対校選手権大会�

第56回国民体育大会秋季大会�

第24回全日本学生軟式野球選手権大会�

第7回日中学生友好軟式野球大会�

第18回西日本学生軟式野球選抜大会�

日本拳法第14回全国大学選抜選手権大会�

第46回全日本学生拳法選手権大会�

第71回全日本大学対抗卓球大会�

第68回全日本学生卓球選手権大会�

NHK杯争奪第35回全日本選抜ボウリング選手権大会�

第38回西日本ボウリング選手権大会�

第39回全日本大学ボウリング選手権大会�

第33回全日本大学ボウリング選手権�

第40回全日本ボウリング選手権大会�

第55回西日本ソフトテニス選手権大会�

第30回中国学生ソフトテニス選抜インドア大会�

第49回全日本学生弓道選手権大会�

第49回朝日杯争奪全日本学生ゴルフ選手権大会�

第30回全日本学生ゴルフ王座決定戦�

第56回国民体育大会秋季大会�

第28回全日本学生パワーリフティング大会�

第74回日本学生氷上競技選手権大会�

開催場所�

日本武道館�

講道館�

日本武道館�

気仙沼市総合体育館�

尼崎市総合体育館�

日本武道館�

長野県松本陸上競技場�

岩手県北上陸上競技場�

東京国立陸上競技場�

グランディ・21宮城スタジアム�

豊田市運動公園野球場�

中国　北京市�

福岡県営春日公園野球場�

早稲田大学記念会堂�

大阪府立体育会館�

愛知県体育館�

京都府立体育館�

東京　国分寺パークレーン�

福岡県スポーツガーデン香椎�

京都　MKボウル�

品川プリンスホテル�

品川プリンスホテル�

香川県総合テニス場�

広島　サンプラザ�

日本武道館�

静岡県葛城ゴルフ倶楽部�

愛知県三好カントリー倶楽部�

大河原町総合体育館�

大阪　阪南大学�

群馬県総合スポーツセンター�

出　場　者　等�

団体女子（射矢佳子　他2名）ベスト8進出�

岡本智志（法2）菊川顕（法1）出場�

岡崎耕士（産4）松澤清子（商4）岡本智志（法2）香川義篤（法2）菊川顕（法1）出場�

藤田健一（商4）岡本智志（法2）出場�

大山孔之介（商4）　他13名出場�

松澤清子（商4）出場�

井野川晶隆（商1）出場�

森本道範（経4）風早一也（商3）井野川晶隆（商1）出場�

森本道範（経4）風早一也（商3）井野川晶隆（商1）出場�

風早一也（商3）決勝進出�

池上茂樹（商3）　他24名出場�

池上茂樹（商3）　他9名選抜出場�

池上茂樹（商3）　他24名出場�

清水雄介（産4）　他6名出場�

清水雄介（産4）　他12名　団体ベスト16�

田中崇士（商3）　他6名　出場�

嶋成彰（商4）脇本貴夫（商3）陶浪信一（商2）森下泰行（商1）出場�

中村洋一（法1）出場�

中村洋一（法1）出場�

清水圭（商3）　他6名　団体準決勝進出�

池内容子（商3）　他5名出場�

中村洋一（法1）出場�

生本貴志（商3）秋山健（法3）組　小野貴行（法3）宮原聡（商2）組出場�

秋山健（法3）・生本貴志（商3）組　小野貴行（法3）・宮原聡（商2）組　藤井明子（商2）・藤井教子（商2）組　出場�

植田大輔（商3）　他8名出場�

佐藤圭介（商2）鍋島忠義（商2）出場�

佐藤圭介（商2）鍋島忠義（商2）出場�

門田妙子（産2）出場�

岡本孝義（法3）67.5kg級2位　坂本達也（商3）52kg級3位�

遠部純子（商2）出場�

※
援
助
金
対
象
分
の
み�

　
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、わ
た
し
た
ち「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
部
」

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

部
の
活
動
の
柱
は「
三
大

学
交
歓
会
」で
す
。こ
れ
は

広
島
修
道
大
学
、松
山
大

学
と
と
も
に
各
大
学
が
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る

議
題
を
持
ち
寄
り
、そ
れ

に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の

で
、年
二
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

五
月
に
開
か
れ
る
第
一
回

の
会
議
で
共
通
の
テ
ー
マ

を
決
定
し
、そ
れ
に
つ
い

て
各
大
学
が
独
自
に
学
習
・
研
究
を
行
い
、理
解

を
深
め
ま
す
。そ
し
て
そ
の
結
果
を
、十
二
月
の

第
二
回
目
の
会
議
で
発
表
。議
論
を
戦
わ
せ
る
の

で
す
。�

　
今
年
度
選
ば
れ
た
テ
ー
マ
は「
Ｓ
Ｐ
Ａ（
製
造

小
売
業
）」。十
二
月
八
日（
土
）・
九
日（
日
）開
催

さ
れ
た
第
二
回
の
会
議
で
は
、Ｓ
Ｐ
Ａ
の
利
点
や

問
題
等
を
挙
げ
た
う
え
で
、改
善
法
や
こ
れ
か
ら

Ｓ
Ｐ
Ａ
を
ど
う
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

か
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。他
大
学
の
意
見
を
聞

く
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
大
学
だ
け
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
や
、疑
問
な
ど
を
新
た
に
発
見
で
き
、

よ
り
深
い
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
勉
強
会
以
外
で
も
他
大
学
の
人
と
の
交
流

を
持
つ
こ
と
で
、刺
激
を
受
け
、人
間
的
に
も
大

き
く
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
普
段
の
活
動
以
外
は
、花
見
、飲
み
会
、合
宿
な

ど
和
気
あ
い
あ
い
と
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
部
で
は
新
入
部
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。新
入
生
の
み
な
さ
ん
、

わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

部
長
　
植
田
絵
美（
商
二
）�

松大・修道大の仲間とともに�
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うどん作りに四苦八苦！�
� 　

去
る
一
月
十
九
（
土
）
二

十
日
（
日
）
、
文
化
会
本
部

は
「
歴
史･

文
化
視
察
の
旅
」

を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
愛
媛
県
の
「
松
山
城
」
、

「
子
規
記
念
博
物
館
」
、
香

川
県
の
「
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
」

を
訪
れ
伝
統
文
化
、
歴
史
や

文
学
に
つ
い
て
の
認
識
と
理

解
を
深
め
、
そ
し
て
讃
岐
で

う
ど
ん
を
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
伝
統
的
な
食
文
化
に

触
れ
る
も
の
で
す
。�

　
学
校
に
集
合
し
た
四
十
二

名
の
参
加
者
は
バ
ス
に
揺
ら

れ
一
路
松
山
へ
。
最
初
に
訪

れ
た
の
は
松
山
の
シ
ン
ボ
ル

「
松
山
城
」
。
天
守
閣
か
ら

眺
め
る
市
街
地
の
風
景
は
素

晴
ら
し
く
、
陽
の
光
に
映
え
た
城
内
の
緑
も
大

変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。�

　
「
子
規
記
念
博
物
館
」
で
は
、
松
山
が
生
ん

だ
歌
人
正
岡
子
規
の
一
万
点
余
り
の
手
紙
や
短
冊
、

書
籍
の
ほ
か
、
子
規
と
交
友
の
あ
っ
た
文
学
者
、

俳
人
の
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
物
資
料
を
は
じ
め
、
レ
プ
リ
カ
、
パ
ネ
ル
、

映
像
な
ど
で
子
規
の
生
涯
が
だ
れ
に
で
も
分
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
文

豪
の
足
跡
に
言
葉
を
忘
れ
見
入
っ
た
の
で
し
た
。�

　
明
け
て
翌
日
、
香
川
県
の
琴
平
へ
。
そ
こ
で

昼
食
を
兼
ね
て
の
う
ど
ん
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

実
は
全
員
今
回
が
初
め
て
の
経
験
。
ま
っ
た
く

手
元
が
お
ぼ
つ
き
ま
せ
ん
。
な
か
で
も
包
丁
で

麺
を
切
る
作
業
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
苦

労
し
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
達
の
手
で
作
っ
た

甲
斐
も
あ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
う
ど
ん
を
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
手
軽

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
う
ど
ん
で
す
が
、
作

る
機
会
と
い
う
の
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

大
変
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。�

　
「
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
」
で
は
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

の
神
髄
に
触
れ
ま
し
た
。
館
内
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
の
伝
統
工
芸
品
か
ら
芸
術
性
の
高
い
作

品
ま
で
多
種
多
様
な
魅
力
的
作
品
が
集
め
ら
れ

て
い
て
、
ガ
ラ
ス
工
芸
を
満
喫
し
ま
し
た
。
人

気
が
あ
っ
た
の
は
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
。

み
ん
な
目
を
見
張
っ
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
「
歴
史･

文
化
視
察
の
旅
」
を
通
じ
て

愛
媛
県
、
香
川
県
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
企
画
で
皆
さ
ん
が
何

か
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
、
心
に
残
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。�

文
化
会
本
部
　
企
画
公
報
　
筧
芳
浩（
産
二
）�

文化会本部�

パウダースノーを満喫  北海道スキーツアー�
�
�

体育会本部�

新入生歓迎行事　2002  天真爛漫�
�

　今年も新入生を対象とした「新入生歓迎行事2002～天真爛漫～」を開
催します。お笑いライブ、宝くじなどみんなで楽しめる企画満載。軽い
食事も用意しています。もちろん上級生も大歓迎。一生の友人を見つけ
られるかも？？　ふるってご参加ください。くわしくは学友会本部（学
生会館３階）まで。�
　日　　時／6月1日（土）18:00～20:30�
　場　　所／学生会館２階　�
　チケット／無　料（新入生・上級生）�

新入生のみなさん　参加してくださいね！新入生のみなさん　参加してくださいね！新入生のみなさん　参加してくださいね！

歴
史
・
文
化  

じ・
か・
に
触
れ�

学 友 会 か ら の お 知 ら せ �

初体験のうどん作り�

　
今
年
も
恒
例
の
北
海
道
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
が
三
月
五
日

（
火
）
〜
八
日
（
金
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
嬉

し
い
こ
と
に
募
集
人
員
を
大

幅
に
越
え
る
申
込
が
殺
到
し
、

や
む
な
く
抽
選
に
よ
り
参
加

者
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

　
迎
え
た
出
発
日
の
朝
。
そ

れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
い
で
た

ち
で
、
ボ
ー
ド
や
ス
キ
ー
板

を
か
つ
ぎ
集
合
、
岡
山
空
港

か
ら
一
路
北
海
道
に
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
初
日
は
ほ
と
ん

ど
移
動
に
費
や
さ
れ
、
到
着

し
た
の
は
夕
方
近
く
。
夜
は

カ
ニ
や
寿
司
を
食
べ
な
が
ら
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
と
交
流

を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。�

　
一
夜
明
け
て
翌
日
は
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待

っ
た
北
海
道
で
の
ス
キ
ー
。
今
回
は
札
幌
国
際

ス
キ
ー
場
（
二
日
目
）
と
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
（
三
日
目
）
へ
行
き
ま
し
た
。
眠
い
目

を
こ
す
り
な
が
ら
集
合
し
た
皆
さ
ん
も
、
ス
キ

ー
場
に
つ
け
ば
な
ん
の
そ
の
。
ど
ち
ら
の
ス
キ

ー
場
も
雪
質
が
素
晴
ら
し
く
、
北
海
道
な
ら
で

は
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
爽
快
な
気
分
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
夜
は
自
由
時
間
で
、
気
の
合
っ
た
仲
間
た
ち

と
北
海
道
の
味
覚
を
満
喫
で
き
ま
す
。
新
鮮
な

魚
介
類
に
舌
鼓
を
打
ち
、
あ
っ
た
か
い
札
幌
ラ

ー
メ
ン
で
冷
え
た
体
を
、
芯
か
ら
温
め
た
の
で

し
た
。�

　
今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
う
え
、大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
み
た
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
キ
ー
に
自
信
の
な
い
方
で
も

き
っ
と
満
足
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
も
更
に
充
実
し
た
ツ
ア
ー
を
計
画
す
る
予

定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
！�

体
育
会
本
部
　
松
橋
佳
央
梨（
商
二
）�
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平成14年度　学生定期健康診断について�
�　平成14年度の定期健康診断を下記のとおり実施しますので、必ず受診してください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
※項目は、身長・体重・血圧測定、尿検査、胸部レントゲン撮影 、内科診察…全学年対象�
　　　　　視力測定…1、4年のみ�
※詳細については、厚生課掲示板をご覧ください。�
※都合により、当日受診できない場合、必ず他の日程で受診して下さい。�
※毎年2、3年生の受診者が少ないようです。全学年対象ですので必ず受診してください。�

平成14年度　日本育英会奨学金説明会�
　平成14年度日本育英会奨学金の説明会を下記により開催しますので、希望者は説
明会に必ず参加してください。説明会に参加しなかった場合は奨学金の申込はでき
ません。奨学金は貸与を受けた人の返還金が、次世代の奨学金の原資として運用さ
れます。将来の計画を立てた上で申し込んでください。�
　日　程／平成14年4月17日（水）　1年生　商学部�
　　　　　平成14年4月18日（木）　2年生以上　商学部・法経学部�
　　　　　平成14年4月19日（金）　1年生　法経学部�
　場　所／222教室�
　時　間／16時30分～�
　（注意）決められた説明会開催日に参加できない場合、3日間のいずれかに参加してください�

新装開店  学生会館2階食堂�
　学生会館２階の食堂が全面改装。まったく
新しい食堂として生まれ変わりました。で、
その内容は？それは利用してからのお楽しみ
です！�

語学力をみがこう�
語学研修オリエンテーション開催�
　夏季休業を利用して、海外で語学力をみがい
てみませんか？�
　下記のとおり語学研修を行いますので、参加
希望者はそれぞれのオリエンテーションに必ず
出席してください。�

■イギリス語学研修�
　研修先／リーズ・メトロポリタン大学�
　　　　　（8月3日～29日）�
　オリエンテーション／�
　　　　　4月24日（水）�
　　　　　16:30～　831教室�

■中国語学研修�
　研修先／大連外国語大学�
　　　　（7月27日～8月19日）　　　
　オリエンテーション／�
　　　　　4月23日（火）�
　　　　　711教室（時間は未定）�
�

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

健康診断実施予定表�

日  程�
4／ 4（木）�
12（金）�
15（月）�
19（金）�
22（月）�

対象�
４年生�
１年生�
２年生�
３年生�
予備日�

実施時間�
8：45～16：00�
8：45～16：00�
8：45～16：00�
8：45～16：00�
10：00～16：00

実施場所�
6号館1階�
6号館1階�
6号館1階�
6号館1階�
6号館1階�

カウンセリング室からカウンセリング室から�カウンセリング室から�

期　　間　　な　　ど�

�

4月 3日（水）�

4月 4日（木）…新入生対象�

4月 5日（金）…新入生・2年次以降対象�

　　　　　　　編入学・転学科�

4月 5日（金）～9日（火）�

4月 8日（月）�

4月 8日（月）・9日（火）�

4月 8日（月）～  10：00～16：00�

4月 9日（火）　16：30～�

4月10日（水）　16：30～�

4月15日（月）　16：30�

4月15日（月）　16：30�

4月15日（月）　16：30�

4月17日（水）　16：30～�

4月22日（月）�

4月26日（金）　16：30�

�

7月 1日（月）　16：00　厳守！�

7月 3日（水）　16：30～�

7月15日（月）～26日（金）�

7月29日（月）～31日（水）　16：30まで�

行　　　　事�

�

入学式・新入生オリエンテーション�

�

オリエンテーション�

�

市内5大学単位互換受付�

講義開始�

ドイツ・スペイン・フランス・中国語申込み�

テキスト販売（学生会館4階）�

学芸員課程説明会�

教職課程説明会�

学芸員課程申込締切�

教職課程申込締切�

履修届提出締切�

インターンシップ・実践学習オリエンテーション�

履修確認書配布�

履修確認書訂正締切�

�

前期卒業論文提出締切�

インターンシップ・実践学習オリエンテーション�

前期定期試験�

追・再試申込期間�

※掲示板等で必ず確認しましょう！�

4　　　月�

7　　　月�

前期教務関係主要日程�
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
で
き
て
か
ら
、
は
や
三
年
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
「
ど
ん
な
人
が
相
談
に
行
く
の
だ
ろ
う
？
」

「
行
こ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
、
悩
ん
で
い
ま
す
」
そ
ん
な
人

の
た
め
に
、
少
し
例
を
あ
げ
て
紹
介
し
て
み
ま
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
架
空
の
人
々

で
、
私
の
創
作
し
た
例
で
す
。
こ
ん
な
「
感
じ
」
と

思
っ
て
下
さ
い
。�

▼
Ａ
さ
ん
の
例
【
人
の
目
が
気
に
な
る
】�

　
も
と
も
と
気
を
使
う
性
格
だ
っ
た
が
、
あ
る
日
突
然
、

み
な
が
自
分
を
見
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

通
学
の
電
車
の
中
、
授
業
中
も
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
、

自
分
の
悪
口
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
し
よ
う
が
な
い
。
だ
ん
だ
ん
外
に
出
る
の
が
イ
ヤ

に
な
り
学
校
も
休
み
が
ち
に
。�

▼
Ｂ
さ
ん
の
例
【
気
分
が
落
ち
こ
む
】�

　
失
恋
し
て
以
来
、
気
分
が
ふ
さ
ぎ
が
ち
に
。
何
も

す
る
気
が
起
き
な
い
し
、
仲
の
い
い
友
人
と
も
会
い

た
く
な
い
。
ほ
と
ん
ど
下
宿
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
。

食
欲
は
な
い
し
、
夜
も
眠
れ
な
い
。
や
せ
て
体
調
も

悪
く
な
っ
て
き
た
。
時
々
、
も
の
す
ご
く
孤
独
を
感
じ
、

泣
け
て
し
ま
う
。�

▼
Ｃ
さ
ん
の
例
【
本
当
の
友
人
が
で
き
な
い
】�

 

一
見
人
当
た
り
が
よ
く
社
交
的
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本

当
は
人
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か
と
て
も
気
に
な
る
。
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
知
ら
れ
る
と
嫌
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
し
か
つ
き
あ
え
な
い

の
で
、
本
当
の
友
人
が
で
き
な
い
。�

　
い
ず
れ
も
「
こ
の
ま
ま
で
は
生
き
に
く
い
」
と
思

っ
た
人
が
真
剣
に
相
談
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見

同
じ
よ
う
な
訴
え
に
見
え
て
も
、
一
人
ひ
と
り
個
性

が
違
う
よ
う
に
、
中
身
も
乗
り
越
え
方
も
違
い
ま
す
。

　
相
談
者
一
人
ひ
と
り
の
お
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、

今
ま
で
来
た
道
を
ふ
り
か
え
っ
た
り
し
な
が
ら
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
人
生
は
よ
く
マ
ラ
ソ
ン
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
で
も
、

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
”
何
で
も
あ
り
“
で
す
。
走
る
ば

か
り
で
な
く
、
歩
い
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
時

に
は
座
り
こ
ん
で
考
え
た
り
、
ま
た
時
に
は
ゆ
っ
く

り
と
回
り
の
景
色
を
見
渡
し
た
り
…
。�

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
と
は
、
そ
こ
に
立
ち
寄
る
こ

と
で
ま
た
、
新
た
な
力
を
見
い
出
せ
る
よ
う
な
場
所

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

●
実
施
日
時
　
毎
週
火
曜
日
九
時
〜
十
三
時�

●
申
込
方
法
　
厚
生
課
窓
口
も
し
く
は
電
話
で�

（
０
８
６
‐
２
５
６
‐
６
６
９
６
直
通
）�

●
申
込
時
間
　
平
日
八
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分�

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
！
お
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ

　
さ
い
。�

カウンセリング室担当  心療内科医　王谷周子�
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編
集
後
記�

　
学
位
記
授
与
式
を
も
っ
て
、
平
成
十
三
年
度
も

無
事
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
▼
振
り
返
る
と
、
今
年

度
も
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
何
で
し

た
か
？
▼
春
爛
漫
の
こ
の
時
期
。
希
望
と
不
安
相

半
ば
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は

六
月
末
発
行
予
定
で
す
。
（
Ｏ
）�

ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで　E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp▼
�

E s s a y

�

　
本
調
査
は
、

日
本
人
英
語

担
当
者
五
名

と
外
国
人
英

会
話
担
当
者

六
人
で
初
級

英
語
、
中
級

英
語
（
講
読

と
会
話
）、上

級
英
会
話
と

観
光
英
会
話

の
授
業
で
実

施
さ
れ
た
も

の
で
、
五
四

二
名
か
ら
回

答
を
得
ま
し

た
。�

�

英
語
は
当
然
身
に
つ
け
る
べ
き
も
の
！�

　
本
調
査
の
目
的
は
、学
生
自
身
が
外
国
語
、特

に
英
語
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
態
度
や
意
識
を

調
査
し
た
も
の
で
す
。�

　
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
十
二
日
の
英
字
新
聞「The 

D
aily Yom

iuri

」に
よ
る
と
二
０
０
０
人
前
後
の

日
本
人
老
若
男
女
問
わ
ず
八
〇
％
ぐ
ら
い
は
英

語
に
対
し
て
意
見
を
持
っ
て
い
ま
す
。
”
難
し
い

“
”
分
か
り
に
く
い
“
”
扱
い
に
く
い
“
”
喋
れ

な
い
“
は
一
位
、二
位
、三
位
そ
し
て
八
位
を
占

め
て
お
り
、現
代
の
風
潮
に
従
っ
て
”
英
語
は
何

だ
か
大
切
な
技
術
“
”
世
界
の
公
用
語
“
と
の

意
識
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
故
小
渕
恵

三
元
首
相
の「
二
十
一
世
紀
日
本
の
構
想
」懇
談

会
の
発
表
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？
）つ
ま
り
、大

抵
の
人
は
国
際
化
時
代
に
は
英
語
は
当
然
身
に

つ
け
る
べ
き
技
術
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、自
分
に
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。�

分
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど…

で
き
な
い
英
語�

　
上
記
の
調
査
結
果
で
は
、本
学
学
生
も
同
様
の

傾
向
を
示
し
ま
す
。五
四
二
人
の
中
で
三
〇
五
人（
五

六
％
）は
七
年
程
度
英
語
を
勉
強
し
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、二
三
〇
人（
四
二
％
）は
自
己
評

価
で
英
語
の
レ
ベ
ル
は
ま
だ「
初
級
」、二
〇
三

人（
三
八
％
）は「
中
級
の
下
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
記
の
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
は
二
十
項
目
と
六
つ

の
選
択
肢（
態
度
尺
度
）か
ら
成
っ
て
お
り
、「
問

―
18
」ま
で
は
選
択
肢
が
、非
常
に
そ
う
思
う
、か
ら
、

全
く
そ
う
思
わ
な
い
、の
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
質
問
に
対
し
て
ど
の
程
度
強
く
賛
成
す
る
か
、

反
対
す
る
か
を
求
め
て
い
ま
す
。
”
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
“
と
い
っ
た
意
味
の
な
い
選
択
肢
は

避
け
て
い
ま
す
。�

　
英
語
の
担
当
者
と
し
て
結
果
を
見
る
と
、幸
い

国
際
化
時
代
を
反
映
し
て「
問
―
16
」で
”
非
常

に
そ
う
思
う
“
を
選
択
し
た
人
が
多
い
。回
答
者

の
九
四
％
は
”
就
職
に
有
利
“
と
、ほ
と
ん
ど
の

人
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
に

関
し
て
は
、外
的
動
機
付
け
が
強
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。「
問
―
17
」で
”
英
語
を
話
す
人
々
を
も

っ
と
知
り
た
い
“
と
回
答
し
た
の
は
七
九
％
、「
問

―
15
」
で
”
上
手
に
話

せ
る
と
使
う
チ
ャ
ン
ス

が
増
え
る
“
と
考
え
て

い
る
人
は
九
〇
％
で
し
た
。�

　
こ
こ
で
興
味
を
引
く

こ
と
は
、新
聞
の
記
事
と

同
様「
英
語
そ
の
も
の
は

価
値
が
あ
る
」と
わ
か
っ

て
い
る
が
、「
諦
め
が
ち

な
傾
向
」に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
問
―
４
」

で
”
子
供
は
容
易
に
英

語
を
習
得
で
き
る
“
と

回
答
し
た
人
は
八
七
％（
自

分
は
英
語
学
習
に
遅
す

ぎ
る
と
思
っ
て
い
る

…
？
）。ま
た
、「
問
―
５
」

で
は
五
二
％
が
”
英
語

学
習
に
特
殊
な
能
力
を

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ

て
い
る
人
が
い
る
“
と

思
い
、「
問
―
６
」
で
は

七
五
％
が
”
英
語
に
向

い
て
い
な
い
“
と
回
答

し
て
い
ま
す
。で
は
、一

体
ど
ん
な
人
が
向
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？�

挫
折
感
な
ん
て
捨
て
ま
し
ょ
う
！�

　
授
業
で
は
英
語
の
先
生
と
生
徒
が
一
緒
に

考
え
て
、そ
し
て
学
習
方
法
―
例
え
ば
推
論
な

ど
の
操
作
手
順
―
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

日
本
人
英
語
教
師
は
首
尾
よ
く
英
語
を
マ
ス

タ
ー
し
て
い
る
の
だ
か
ら
”
生
き
証
人
“
と

し
て
英
語
を
ど
う
学
べ
ば
上
達
す
る
の
か
、方

法
を
考
え
て
い
け
ば
良
い
の
で
す
。そ
う
す
れ
ば
、

英
語
の「
向
き
・
不
向
き
」と
い
う
問
題
は
無
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
最
後
に「
問
―
12
」「
問
―
14
」そ
し
て「
問
―

18
」の
答
え
は
特
に
日
本
人
に
特
徴
的
な
よ
う

に
思
え
ま
す
。挫
折
感
な
ん
て
捨
て
る
べ
き
で

す
！
英
語
は
世
界
の
公
用
語
で
過
半
数
は
第

二
外
国
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
！！
ア
メ
リ
カ
英
語
を
そ
っ
く
り
に
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
こ
む
必
要
は
な

い
の
で
す
ヨ
。�

　
さ
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
目
を
通
し
て
ど
う
思

う
で
し
ょ
う
？
記
事
内
容
に
つ
い
て
意
見
が

あ
れ
ば
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。�

本学学生‘英語に向いていない’は75％。�
じゃあ，どんな人は向いているの？�
�

法経学部助教授�
ピーター・バーデン�

�
18－19�

78％（425人）�
�
初級�

42％（230人）�
�

1年以下�
3％（16人）�

�
いいえ�

98％（531人）�

�
20－21�
13％（70人）�

�
中級の下�

38％（203人）�
�

3年以下�
8％（45人）�

�
1週間�
0％（2人）�

�
22－24�
5％（27人）�

�
中級�

17％（93人）�
�

5年くらい�
30％（162人）�

�
2週間�
0％�

�
25－29�
3％（14人）�

�
中級の上�
3％（16人）�

�
7年くらい�
56％（305人）�

�
1か月�
2％（9人）�

�
30以上�
1％（6人）�

�
上級�
0％�
�

10年くらい�
3％（14人）�

�
2か月以上�
0％�

実施回答者数：542人�

年　　齢�

自分の英語レベル�

英語学習の年数�

英語圏に滞在したことがありますか�

�
�
1．世界の言語の中には、学習しやすいものと、そうでないものとがある�
2．自分は、きっと英語を上手に話すことができるようになると思う�
3．英語を話したり聞いて理解するよりは、英語を読んだり書いたりするほうが簡単である�
4．大人よりも子供の方が、容易に英語を習得できる�
5．英語学習がたやすくできる特殊な能力を、生まれながらに持っている人がいる�
6．私は英語学習に向いている�
7．女性は男性よりも、英語習得にすぐれている�
8．外国語は誰でも話せるようになる�
9．英語学習とは、主に知らない単語を多く覚えることである�
10．英語学習とは、主に文法規則を多く覚えることである�
11．英語学習とは、主に母国語を翻訳することを学ぶことである�
12．キレイな発音で外国語を話すことは重要である�
13．英語の単語がわからない時は、推測しても良い�
14．人前で英語を話すのは照れくさい�
15．英語が上手に話せるようになったら、英語を使うチャンスが増えるだろう�
16．英語を習得したら、就職に有利である�
17．英語を話す人々をもっとよく知るために英語を習得したい�
18．英語を習得するためには、繰り返してテープを聞いたり、練習したりすることが必要である�
　�
19．一般的に言って、毎日1時間英語を学習したとして、英語を上手に話すことができるようになるのに、どれくらい時間がかかると思いますか�
�
20．英語は�
�

�
�

30�
5�
8�
38�
11�
4�
4�
15�
8�
6�
4�
27�
10�
15�
37�
44�
25�
26�
�
5�
�

23�
�

�
�

41�
10�
18�
32�
17�
6�
8�
31�
15�
20�
12�
34�
20�
24�
37�
33�
21�
33�
�

25�
�

45�
�

�
�

14�
29�
22�
17�
24�
15�
18�
28�
28�
28�
32�
25�
34�
30�
16�
17�
33�
28�
�

34�
�

25�
�

�
�
3�
21�
15�
5�
11�
27�
18�
11�
22�
22�
25�
9�
17�
12�
5�
3�
10�
6�
�

18�
�
4�
�

�
�
8�
22�
22�
6�
24�
26�
33�
10�
19�
17�
20�
4�
13�
13�
2�
2�
6�
5�
�

10�
�
0�
�

�
�
4�
14�
14�
2�
12�
22�
20�
4�
8�
7�
6�
4�
13�
5�
2�
1�
5�
1�
�
7�
�
3�
�

平均�
ポイント※�
4.7�
3.1�
3.3�
4.9�
3.4�
2.7�
2.7�
4.2�
3.6�
3.6�
3.4�
4.7�
3.8�
4.0�
4.9�
5.1�
4.3�
4.7�
�
3.8�
�
4.7�
�

1）全くそう思わない　2）そう思わない　3）ややそう思わない　4）ややそう思う　5）そう思う　6）非常にそう思う�

1）1日1時間の学習では無理　2）10年以上　3）5年～10年　4）3年～5年　5）１、２年　6）1年以下�

1）言語の中では、最も簡単と思う　2）非常に簡単な言語である　3）簡単な言語である　4）難易度が中ぐらい　5）難しい言語である　6）非常に難しい言語である�

選択肢番号�項　　　目�

学習アンケート�

実施回答者数：542人 （単位：％）�
 　　　　　　　　　　　　　※選択肢番号をポイントとした平均�

　
県
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
の
備

前
焼
作
家
、
森
陶

岳
氏
（
六
十
四
歳
）

制
作
の
備
前
焼
の

壺
「
寒
風
大
窯
」

（
平
成
十
一
年
製

作
）
が
、
本
学
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
作
品
は
森
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
本
学
へ

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
が
五
十
七
cm
・
直

径
五
十
一
cm
も
あ
る
大
壺
。
ク
リ
ー
ム
色
の
滑

ら
か
な
肌
合
い
に
、
淡
い
火
だ
す
き
が
浮
き
上

が
る
、
格
調
高
い
大
作
で
す
。�

　
十
二
月
末
来
学
さ
れ
た
森
氏
は
、
設
置
場
所

を
入
念
に
設
定
。
そ
の
美
し
い
姿
は
、
学
生
達

の
勉
学
の
様
子
を
今
日
も
や
さ
し
く
見
守
っ
て

い
ま
す
。� 森

陶
岳
氏
制
作�

備
前
焼
大
壺
展
示�

    

　
　
　
　
　
　
　 

附
属
図
書
館�

123456

森　陶岳 氏�


